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（
や
け
ど
、怪
我
、火
災
を
防
ぐ
た
め
に
）

・
 本
体
付
属
の
電
源
コ
ー

ド
を
使
用
し
、
本
体
と

壁
面
の
電
源
コ
ン
セ
ン
ト

に
確
実
に
差
し
込
む
。

・
 コ
ン
セ
ン
ト
の
定
格
内

で
、単
独
使
用
す
る
。（
た

こ
足
配
線
な
ど
で
定
格

値
を
超
え
る
と
、
発
熱

に
よ
る
火
災
の
原
因
に

な
り
ま
す
）

• 
 取
扱
説
明
書
に
従
っ
て
取
り
扱
う
こ

と
の
で
き
な
い
方
、
子
供
な
ど
取
り

扱
い
に
不
慣
れ
な
方
だ
け
で
は
使
用

し
な
い
。
ま
た
幼
児
の
手
の
届
く
と

こ
ろ
で
使
わ
な
い
。

• 
 コ
ー
ヒ
ー
カ
プ
セ
ル
を
挿
入
、
排

出
す
る
と
き
以
外
は
レ
バ
ー
を
下
げ

て
カ
プ
セ
ル
挿
入
口
を
閉
じ
た
状

態
に
し
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、
や
け

ど
の
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
抽
出

中
に
絶
対
レ
バ
ー
を
上
げ
な
い
。

• 
 コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
の
熱
く
な
る
部

分
、
そ
の
他
熱
源
、
ま
た
と
が
っ

た
場
所
に
、
電
源
コ
ー
ド
を
近
づ

け
な
い
。

• 
 傷
つ
い
た
電
源
コ
ー
ド
を
使
用
し
な

い
。
電
源
コ
ー
ド
を
傷
つ
け
な
い
。

 
 電
源
コ
ー
ド
に
傷
を
発
見
し
た
ら
、

ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ク
ラ
ブ
に
修
理
を
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

• 
 延
長
コ
ー
ド
は
使
用
し
な
い
。

• 
 ケ
ガ
や
損
傷
の
原
因
に
な
る
の
で
、

ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
純
正
の
部
品
以
外

使
用
し
な
い
。

• 
 排
水
受
け
皿
、
排
水
グ
リ
ッ
ド
を
取

り
外
し
た
状
態
で
使
用
し
な
い
。

• 
 こ
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
は
10
0V
 

50
/ 6
0H
z
専
用
で
す
。

• 
 こ
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
は
屋
内
専

用
で
す
。
屋
外
で
は
使
用
し
な
い
。

• 
 コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
を
破
損
か
ら
守

る
為
に
暖
房
装
置
、
コ
ン
ロ
、
オ
ー

ブ
ン
、
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
、
炭
火
焼

コ
ン
ロ
、
そ
の
他
の
熱
源
の
側
に

設
置
し
な
い
。

• 
 コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
を
破
損
し
た
状

態
で
使
用
し
な
い
。
異
常
を
感
じ
た

ら
、
使
用
を
中
止
し
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ

ク
ラ
ブ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
、
電

源
コ
ー
ド
、
電
源
プ
ラ
グ

を
決
し
て
水
に
つ
け
な

い
。
ま
た
こ
れ
ら
に
水
を

か
け
た
り
し
な
い
。

子
供
に
電
源
コ
ー
ド
を

触
ら
せ
な
い
。

コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
の
下
や

カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル
の
近

く
に
手
や
指
を
近
づ
け

な
い
。
や
け
ど
の
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
ミ
ル
ク
ノ

ズ
ル
の
使
用
中
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
中
、
ま
た
は
そ

の
直
後
は
ノ
ズ
ル
が
熱

く
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
上
の
注
意

（
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い
）

こ
の
取
扱
説
明
書
は
大
切
に
保
管
し
、

必
要
な
と
き
に
お
読
み
く
だ
さ
い
。

こ
こ
に
示
し
た
注
意
事
項
は
、
こ
の
電
気
器

具
を
安
全
に
正
し
く
お
使
い
い
た
だ
き
、
ご

自
身
や
他
の
人
々
へ
の
危
害
や
、
財
産
へ
の

損
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

注
意
事
項
を
「
警
告
」
と「
注
意
」
に
区
別

し
て
明
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
使
い
の
際

に
は
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
取
扱
説
明
書
は
保
管
し
、
次
に
製
品
を

使
用
す
る
方
に
は
必
ず
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

不
適
切
な
使
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ

い
て
当
社
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

こ
の
警
告
に
従
わ
ず
に
、
誤
っ
た
取
り
扱
い
を

す
る
と
、
人
が
死
亡
ま
た
は
重
症
を
負
う
可
能

性
が
想
定
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
注
意
に
従
わ
ず
に
、
誤
っ
た
取
り
扱
い

を
す
る
と
、
人
が
傷
害
を
負
う
可
能
性
が
想

定
さ
れ
る
内
容
、
ま
た
は
物
的
損
害
の
発

生
が
想
定
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

絵
表
示
の
例

次
の
記
号
は
、
注
意
（
警
告
を
含
む
）を
促

す
内
容
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。  一
般
的
注
意

 高
温
注
意

 感
電
注
意

 指
の
ケ
ガ
に
注
意

次
の
行
為
は
禁
止
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
 

お
知
ら
せ
す
る
物
で
す

し
て
は
い
け
な
い
　
禁
止

分
解
禁
止

風
呂
場
、
シ
ャ
ワ
ー
室
で
の
使

用
禁
止

水
ぬ
れ
禁
止

ぬ
れ
手
禁
止

次
の
記
号
は
、
行
為
を
強
制
し
た
り
、
指
示

す
る
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

一
般
指
示
　
指
示
に
従
う

電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
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• 
 延
長
コ
ー
ド
は
使
用
し
な
い
。

• 
 ケ
ガ
や
損
傷
の
原
因
に
な
る
の
で
、

ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
純
正
の
部
品
以
外

使
用
し
な
い
。

• 
 排
水
受
け
皿
、
排
水
グ
リ
ッ
ド
を
取

り
外
し
た
状
態
で
使
用
し
な
い
。

• 
 こ
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
は
10
0V
 

50
/ 6
0H
z
専
用
で
す
。

• 
 こ
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
は
屋
内
専

用
で
す
。
屋
外
で
は
使
用
し
な
い
。

• 
 コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
を
破
損
か
ら
守

る
為
に
暖
房
装
置
、
コ
ン
ロ
、
オ
ー

ブ
ン
、
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
、
炭
火
焼

コ
ン
ロ
、
そ
の
他
の
熱
源
の
側
に

設
置
し
な
い
。

• 
 コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
を
破
損
し
た
状

態
で
使
用
し
な
い
。
異
常
を
感
じ
た

ら
、
使
用
を
中
止
し
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ

ク
ラ
ブ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
、
電

源
コ
ー
ド
、
電
源
プ
ラ
グ

を
決
し
て
水
に
つ
け
な

い
。
ま
た
こ
れ
ら
に
水
を

か
け
た
り
し
な
い
。

子
供
に
電
源
コ
ー
ド
を

触
ら
せ
な
い
。

コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
の
下
や

カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル
の
近

く
に
手
や
指
を
近
づ
け

な
い
。
や
け
ど
の
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
ミ
ル
ク
ノ

ズ
ル
の
使
用
中
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
中
、
ま
た
は
そ

の
直
後
は
ノ
ズ
ル
が
熱

く
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
プ
セ
ル
が
本
体
内
部

で
詰
ま
っ
た
場
合
に
は

自
分
で
修
理
し
な
い
で
、

ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ク
ラ
ブ
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
の
す
き

ま
に
も
の
を
差
し
込
ま
な

い
。
感
電
の
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
に
異
常

発
熱
、
異
音
、
発
煙
な
ど

の
異
常
を
感
じ
た
ら
、
速
や

か
に
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

分
解
、
修
理
、
改
造
を
行

わ
な
い
。

（
修
理
は
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
 

ク
ラ
ブ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

長
期
間
使
用
し
な
い
場
合

は
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

清
掃
、
点
検
の
前
に
は
必

ず
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

電
源
コ
ー
ド
を
引
っ
張
っ
て

電
源
プ
ラ
グ
を
抜
か
な
い
。

 取
扱
説
明
書
に
準
じ
た
日

常
の
清
掃
点
検
以
外
の
点

検
修
理
は
自
分
で
行
わ
な

い
。次
の
場
合
の
故
障
は
保

証
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

－
 こ
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
以
外
に
起
因

す
る
事
故

－
 使
用
上
の
過
失
に
よ
る
も
の

－
 取
扱
説
明
書
に
沿
わ
な
い
使
用
を
し

た
場
合

－
 表
示
さ
れ
た
電
圧
、
周
波
数
、
電
源

以
外
を
使
用
し
た
場
合

－
 ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
の
指
定
工
場
以
外
で

修
理
し
た
場
合

－
 自
然
損
耗
、
経
年
劣
化

－
火
災
  

－
 地
震
、
津
波
、
噴
火
、
落
雷
な
ど
の

自
然
災
害
に
よ
る
も
の

－
 屋
外
で
使
用
さ
れ
た
も
の

著
し
く
変
形
し
た
カ
プ
セ

ル
は
使
用
し
な
い
。
故
障

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

•   毎
日
使
用
す
る
前
に
試
運

転
を
行
い
、
動
作
に
異
常

が
無
い
か
確
認
す
る
。

•   水
タ
ン
ク
に
は
水
道
水
あ

る
い
は
浄
水
器
を
通
し

た
新
鮮
な
水
以
外
入
れ

な
い
。

•   水
タ
ン
ク
の
水
は
常
に
新

し
い
も
の
を
使
用
す
る
こ

と
。
水
が
腐
敗
し
ま
す
。

少
な
く
と
も
1
日
1
回
タ

ン
ク
の
水
を
取
り
替
え
る
。

•  ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
の
使
用
後

は
か
な
ら
ず
カ
プ
チ
ー
ノ

ノ
ズ
ル
洗
浄
ボ
タ
ン
を
押

し
て
洗
浄
す
る
。

•  コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
は
、

コ
ー
ヒ
ー
、
水
、
湯
垢
洗

浄
剤
な
ど
に
濡
れ
て
も
問

題
の
な
い
場
所
、
か
つ

熱
に
強
い
場
所
に
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

正
し
く
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に

こ
の
製
品
は
、
取
扱
説
明
書
に

従
っ
て
飲
料
を
作
る
た
め
の
も
の

で
す
。
そ
の
他
の
目
的
で
使
用
し

た
り
、
間
違
っ
た
操
作
を
し
た
り
、

ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
の
指
定
工
場
以
外

で
修
理
し
た
場
合
に
起
き
る
損
傷

に
つ
い
て
は
弊
社
は
責
任
を
負
い

ま
せ
ん
。
ま
た
そ
の
場
合
に
は
保

証
の
適
用
は
出
来
ま
せ
ん
。

湯
垢
洗
浄

• 取
り
扱
い
注
意

デ
ィ
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
（
湯
垢
洗
浄
）

剤
は
必
ず
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
純
正
の

製
品
を
ご
使
用
の
上
、
お
取
り
扱

い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

他
の
薬
剤
を
お
使
い
に
な
る
と
故

障
の
原
因
や
、
怪
我
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

デ
ィ
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
剤
や
溶
液
が

目
に
入
っ
た
場
合
は
、
こ
す
ら
ず

清
潔
な
水
で
よ
く
す
す
い
で
医
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皮
膚
に
付

い
た
場
合
は
、
よ
く
洗
い
流
し
て
く

だ
さ
い
。
家
具
、
建
具
、
床
な
ど

に
付
着
し
た
場
合
は
速
や
か
に
拭

き
と
っ
て
、
必
要
な
場
合
に
は
そ
れ

ぞ
れ
に
適
し
た
方
法
で
追
加
の
拭

き
取
り
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

• 
湯
垢
洗
浄
剤
に
添
付
さ
れ
て
い

る
安
全
の
た
め
の
注
意
書
き
を

よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

• 
湯
垢
洗
浄
中
に
は
、
コ
ー
ヒ
ー

の
抽
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

• 
湯
垢
洗
浄
剤
が
残
ら
な
い
よ
う

に
、
水
タ
ン
ク
と
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー

カ
ー
の
す
す
ぎ
は
確
実
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

一
般
ご
家
庭
用
製
品
で
す

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
は
以

下
の
よ
う
な
環
境
で
ご
使
用

い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

• 
 事
務
所
、
社
員
用
食
堂
・

休
憩
所
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ

テ
ィ
ッ
ク
、
接
客
用
店
舗
等

• 
会
議
場
等
会
議
用
設
備
等

• 
 喫
茶
店
、
バ
ー
・
ラ
ウ
ン
ジ

等
の
飲
食
店
等

設
置
に
つ
い
て

• 
 こ
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
は

家
庭
の
屋
内
用
で
す
。
水
平

で
安
定
し
た
場
所
に
設
置
し

て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
自
動

車
（
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
な
ど

を
含
む
）、
船
舶
、
航
空
機
に

て
設
置
・
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

頻
繁
な
搬
送
は
せ
ず
、
輸
送

す
る
場
合
に
は
、
ド
リ
ッ
プ
ト

レ
ー
、
カ
プ
セ
ル
コ
ン
テ
ナ

を
空
に
し
、
本
体
内
部
を
乾

燥
さ
せ
（
18
ペ
ー
ジ
）、
購
入

時
に
付
属
の
段
ボ
ー
ル
箱
に

緩
衝
材
と
共
に
格
納
し
て
か

ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
は
、

ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
カ
プ
セ
ル
専

用
で
す
。

こ
の
取
扱
説
明
書
は
必
要
な

と
き
に
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
を
譲
り
渡

す
際
に
は
、
こ
の
取
扱
説
明
書

も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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省
エ
ネ
モ
ー
ド
の
設
定（
19
ペ
ー
ジ
）を
参
照

水
の
硬
度
の
設
定（
23
ペ
ー
ジ
）を
参
照

 

左
側
２
つ
の
ボ
タ
ン
が

点
灯
す
る
と
コ
ー
ヒ
ー
を

入
れ
る
準
備
完
了
で
す

4
つ
す
べ
て
の
ボ
タ
ン
が

点
灯
す
る
と
コ
ー
ヒ
ー

お
よ
び
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
を

入
れ
る
準
備
完
了
で
す

湯
垢
洗
浄
（
20
ペ
ー
ジ

参
照
）
が
必
要
で
す
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re
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ffe
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m

ilk
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pe

 
m

od
es

 a
re

 re
ad
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De
sc

al
in

g 
al

er
t, 

re
fe

r t
o 

pa
ge

 2
0

ア
ラ
ー
ム
な
ど
の
表
示

/B
ac

kl
ig

ht
 B

ut
to

ns
 in

di
ca

ti
on

A 
 コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
本
体

 （
高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム

を
外
し
た
状
態
）

 
M

ac
hi

ne
 w

ith
ou

t t
he

 R
ap

id
 

 Ca
pp

uc
ci

no
 S

ys
te

m
 

B 
 コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
本
体

 （
カ
プ
チ
ー
ノ
抽
出
時
）

 
M

ac
hi

ne
 w

ith
 th

e 
Ra

pi
d 

Ca
pp

uc
-

ci
no

 S
ys

te
m

 (f
or
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at

te
 M
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ia
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)
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 コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
本
体

 （
ラ
テ
マ
ッ
キ
ャ
ー
ト
抽
出
時
）

 
M
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ne
 w
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e 
Ra

pi
d 

Ca
pp
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no

 S
ys

te
m

 (f
or
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1 
開
閉
レ
バ
ー
 

 
Le

ve
r  

2 
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口

 
Co

ffe
e 

ou
tle

t

3 
 水
タ
ン
ク
 

（
0.
9
リ
ッ
ト
ル
容
量
）

 
W

at
er

 ta
nk

 (0
.9

 l)

4 
 使
用
済
み
カ
プ
セ
ル
コ
ン
テ
ナ

 
Us

ed
 c

ap
su

le
 co

nt
ai

ne
r

5 
 ド
リ
ッ
プ
ト
レ
ー 

（
押
し
込
む
こ
と
で
背
の
高
い

カ
ッ
プ
が
使
用
で
き
ま
す
）

 
 Dr

ip
 tr

ay
 (p

us
h 

in
sid

e 
fo

r L
at

te
 

M
ac

ch
ia

to
 g

la
ss

)

6 
左
側
グ
リ
ッ
ド

 
Le

ft
 G

rid

7 
右
側
グ
リ
ッ
ド

 
Ri

gh
t G

rid

8 
 湯
垢
洗
浄
用
パ
イ
プ

 
収
納
部
ふ
た

 
 De

sc
al

in
g 

pi
pe

 st
or
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e 
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or
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l t
o 

op
en

)  
 

9 
湯
垢
洗
浄
用
パ
イ
プ
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al
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g 
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pe
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  ス
チ
ー
ム
パ
イ
プ
 

ス
ラ
イ
ド
カ
バ
ー

 
 St

ea
m
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r d
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r

11
 

 ス
チ
ー
ム
パ
イ
プ
接
続
部

 

St
ea

m
 co

nn
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r
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 電
源
ス
イ
ッ
チ
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/O
FF

 b
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 カ
プ
チ
ー
ノ
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pp
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 ラ
テ
 

マ
ッ
キ
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ー
ト
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e 

M
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to

15
 

 エ
ス
プ
レ
ッ
ソ

 （
小
カ
ッ
プ
）

 
Es

pr
es

so
16

 
 ル
ン
ゴ

 （
大
カ
ッ
プ
）

 
 Lu

ng
o

抽
出
ボ
タ
ン

/B
ac

kl
ig

ht
 B

ut
to

ns
高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム

/R
ap

id
 C

ap
pu

cc
in

o 
Sy

st
em

 (R
.C

.S
.)

製
品
と
付
属
品

/P
ac

ka
gi

ng
 c

on
te

nt

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
本
体

Co
ffe

e 
m

ac
hi

ne

グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ

お
試
し
カ
プ
セ
ル
セ
ッ
ト
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ス
タ
ー
タ
ー
パ
ッ
ク
  

“W
el
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m

e 
to

 

Ne
sp
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fo

ld
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”

取
扱
説
明
書

（
こ
の
冊
子
）

Us
er

 m
an

ua
l

保
証
書

W
ar

ra
nt

y 
ca

rd

17
 

 ミ
ル
ク
タ
ン
ク

 （
約
0.
4
リ
ッ
ト
ル
容
量
）

 
M

ilk
 co

nt
ai

ne
r (

0.
35

 l)
18

  カ
プ
チ
ー
ノ
泡
立
て
シ
ス
テ
ム

 
M

ilk
 co
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ne
r L

id
19

 
 ミ
ル
ク
タ
ン
ク
と
泡
立
て
 

シ
ス
テ
ム
の
分
離
ボ
タ
ン

 
Li

d 
de

ta
ch

 b
ut

to
n

20
  カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル
 

洗
浄
ボ
タ
ン

 
Ri

ns
in

g 
bu

tt
on

21
  ミ
ル
ク
泡
立
ち
調
整
ダ
イ
ヤ
ル

 
M

ilk
 F

ro
th

 re
gu

la
to

r k
no

b
22

  最
小

 
M

in
. f

ro
th

23
  最
大
（
ミ
ル
ク
の
泡
に
つ

い
て
は
カ
プ
チ
ー
ノ
、ラ
テ

マ
ッ
キ
ャ
ー
ト
の
作
り
方

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

 
M

ax
. f

ro
th

24
  高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム

接
続
部

 
Ra

pi
d 

Ca
pp

uc
ci

no
 S

ys
te

m
 

 co
nn

ec
to

r
25

  カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル

 
M

ilk
 sp

ou
t

26
  ミ
ル
ク
吸
い
上
げ
パ
イ
プ

 
M

ilk
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tio
n 

tu
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各
部
の
名
称
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1
2

3

4
5

6 Sw
itc

h 
th

e 
m

ac
hi

ne
 o

n.

Bl
in

ki
ng

 li
gh

t: 
he

at
in

g 
up

 fo
r a

pp
ro

xi
m

at
el

y 4
0 

se
c.

 

St
ea

dy
 li

gh
t: 

re
ad

y

  R
ef

er
 to

 th
e 

bu
tto

n 
in

di
ca

tio
ns

 o
n 

pa
ge

 7.

電
源
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
オ
ン
に
す
る
と
、
左
側
の

コ
ー
ヒ
ー
ボ
タ
ン
2
つ
が
点
滅
し
ま
す
。

約
45
秒
で
、ボ
タ
ン
が
点
灯
に
変
わ
っ
た
ら
準
備
完

了
で
す
。

ボ
タ
ン
の
点
灯
の
表
示
内
容
に
つ
い
て
は
「
ア

ラ
ー
ム
な
ど
の
表
示
（
7
ペ
ー
ジ
）」
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

ご
使
用
に
な
る
前
に
安
全
上
の
注
意（
4-
5ペ
ー
ジ
）を
よ
く
お
読
み

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
正
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い

/ F
irs

t r
ea

d 
th

e 
sa

fe
ty

 p
re

ca
ut

io
ns

 to
 a

vo
id

 ri
sk

s o
f f

at
al

 e
le

ct
ric

al
 sh

oc
k 

an
d 

fir
e

Th
e 

w
at

er
 ta

nk
 c

an
 b

e 
ca

rr
ie

d 
by

 it
s c

ov
er

.

Re
m

ov
e 

th
e 

w
at

er
 ta

nk
, d

rip
 tr

ay
, a

nd
 c

ap
su

le
 

co
nt

ai
ne

r. 
Ad

ju
st

 th
e 

ca
bl

e 
le

ng
th

 a
nd

 st
or

e 
th

e 

ex
ce

ss
 in

 th
e 

ca
bl

e 
gu

id
e 

un
de

r t
he

 m
ac

hi
ne

.

Re
m

ov
e 

th
e 

pl
as

tic
 fi

lm
 fr

om
 b

ot
h 

th
e 

le
ft

 

an
d 

rig
ht

 g
rid

, a
nd

 m
ac

hi
ne

 p
an

el
s.

Pu
t t

he
 m

ac
hi

ne
 in

 th
e 

up
rig

ht
 p

os
iti

on
 a

nd
 

pl
ug

 it
 in

to
 th

e 
m

ai
ns

.

FI
R

ST
 U

SE
 O

R
 A

FT
ER

 A
 L

O
N

G
 P

ER
IO

D
 O

F 
N

O
N

U
SE

Ri
ns

e 
th

e 
w

at
er

 ta
nk

 b
ef

or
e 

fil
lin

g 
w

ith
 

po
ta

bl
e 

w
at

er
 u

p 
to

 th
e 

m
ax

im
um

 le
ve

l.

水
タ
ン
ク
を
本
体
か
ら
外
す
際
、
ま
た
は
セ
ッ
ト
す
る

際
に
は
水
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
持
ち
上
げ
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。脱
着
が
容
易
に
な
り
ま
す
。水
を
入
れ
た
タ

ン
ク
本
体
を
、
し
っ
か
り
持
っ
て
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

水
タ
ン
ク
、
ド
リ
ッ
プ
ト
レ
ー
、
使
用
済
み
カ
プ
セ
ル

コ
ン
テ
ナ
を
取
り
外
し
、コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
底
面
の
 

み
ぞ
を
使
っ
て
、電
源
コ
ー
ド
の
長
さ
を
調
節
し
て
く

だ
さ
い
。

グ
リ
ッ
ド
や
本
体
に
貼
り
付
け
て
あ
る
保
護
フ
ィ
ル

ム
や
テ
ー
プ
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

水
タ
ン
ク
、
ド
リ
ッ
プ
ト
レ
ー
、
使
用
済
み
カ
プ

セ
ル
コ
ン
テ
ナ
を
戻
し
て
、
セ
ッ
ト
し
て
か
ら
電

源
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
コ
ン

セ
ン
ト
は
単
独
で
お
使
い
く
だ
さ
い
。

初
め
て
お
使
い
に
な
る
際
に
、ま
た
長
期
間
ご
使
用
に
な
ら
な
か
っ
た
と
き
に

/

水
道
水
で
数
回
す
す
い
で
か
ら
m
ax

の
線
ま
で
水
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

水
タ
ン
ク
に
は
水
以
外
い
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
湯（
熱
湯
）や
そ
の
他
の
液
体

を
入
れ
る
と
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

過
剰
に
入
れ
る
と
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー

に
セ
ッ
ト
す
る
際
に
水
が
こ
ぼ
れ
る
原

因
に
な
り
ま
す
。
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7 8

高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
の
洗
浄
は
17
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
使
用
ご
と
に
カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル
洗
浄
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
の
全
て
の
パ
ー
ツ
は
食
器
洗
い
機
で
洗
浄
可
能
で
す
。

熱
に
よ
る
変
形
を
防
ぐ
為
、
食
器
洗
い
機
の
熱
源
か
ら
離
し
て
洗
浄
し
て
く
だ
さ
い
。

Ri
ns
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th
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Ra
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d 
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pp
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ci
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ar
e 
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Ra

pi
d 

Ca
pp
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no
 S

ys
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m
 (R

.C
.S

) t
w

ice
 a

 w
ee

k”
, p

. 1
7

JP EN

Ri
ns

in
g:

 P
la

ce
 a

 co
nt

ai
ne

r u
nd

er
 th

e 
co

ffe
e 

ou
tle

t a
nd

 p
re

ss
 th

e 
Lu

ng
o 

bu
tt

on
. R

ep
ea

t t
hr

ee
 ti

m
es

.

  M
ac

hi
ne

s a
re

 fu
lly

 te
st

ed
 a

fte
r b

ei
ng

 p
ro

du
ce

d.
 S

om
e 

tra
ce

s o
f c

off
ee

 p
ow

de
r c

ou
ld

 b
e 

fo
un

d 
in

 th
e 

rin
sin

g 
w

at
er

.

湯
通
し
：
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
の
下
に
約
15
0m
l程
度
の
容
量
の
容
器
を
置
き
大
カ
ッ
プ
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ッ
プ
に
受
け
た
お
湯
は
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
を
３
回
繰
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
は
工
場
よ
り
出
荷
す
る
前
に
、
全
て
の
製
品
が
動
作
試
験
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
為
、
湯
通
し
の
際
に
お
湯
の
中
に
コ
ー
ヒ
ー
の
小
さ
な

粒
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
湯
通
し
を
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。
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2
1 3

4

ケ
ガ
や
や
け
ど
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
抽
出
中
は
決
し
て
レ
バ
ー
を
上
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
カ
プ
セ
ル
挿
入

口
に
決
し
て
指
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
抽
出
中
や
抽
出
後
の
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
は
熱
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Pr
es

s t
he

 E
sp

re
ss

o 
(4

0 
m

l /
 1

.3
5 

oz
) o

r t
he

 L
un

go
 (1

10
 m

l /
 3

.7
 o

z)
 b

ut
to

n.
 P

re
pa

ra
tio

n 
w

ill
 st

op
 

au
to

m
at

ica
lly

. T
o 

st
op

 th
e 

co
ffe

e 
flo

w
 o

r t
op

 u
p 

yo
ur

 co
ffe

e,
 p

re
ss

 a
ga

in
.

Ta
ke

 th
e 

cu
p.

 L
ift

 a
nd

 cl
os

e 
th

e 
le

ve
r t

o 
ej

ec
t t

he
 ca

ps
ul

e 
in

to
 th

e 
us

ed
 ca

ps
ul

e 
co

nt
ai

ne
r.

CO
FF

EE
 P

R
EP

AR
AT

IO
N

Fo
r a

 L
at

te
 M

ac
ch

ia
to

 g
la

ss
, p

us
h 

th
e 

dr
ip

 tr
ay

 in
sid

e 
th

e 
m

ac
hi

ne
.

Li
ft

 th
e 

le
ve

r c
om

pl
et

el
y 

an
d 

in
se

rt
 a

 N
es

pr
es

so
 c

ap
su

le
.

Cl
os

e 
th

e 
le

ve
r a

nd
 p

la
ce

 a
 cu

p 
un

de
r t

he
 co

ffe
e 

ou
tle

t. 

ル
ン
ゴ
（
大
カ
ッ
プ
）
ボ
タ
ン
、
ま
た
は
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
（
小
カ
ッ
プ
）
ボ
タ
ン
を

押
し
て
く
だ
さ
い
。

抽
出
が
完
了
し
た
ら
、ま
ず
カ
ッ
プ
を
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
か
ら
お
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
開
閉
レ
バ
ー
を
上
下
さ
せ
て
使
用
済
み
カ
プ
セ
ル
を
カ
プ
セ
ル
コ
ン
テ
ナ
に

落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ヒ
ー
を
抽
出
す
る

/

背
の
高
い
カ
ッ
プ
や
グ
ラ
ス
を
使
う
場
合
に
は
ド
リ
ッ
プ
ト
レ
ー
を
本
体
側
に

押
し
込
ん
で
セ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

開
閉
レ
バ
ー
を
垂
直
に
上
げ
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
カ
プ
セ
ル
を
カ
プ
セ
ル
挿
入
口
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

開
閉
レ
バ
ー
を
閉
じ
た
後
、
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
の
下
に
カ
ッ
プ
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。
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JP EN

Re
m

ov
e 

th
e 

m
ilk

 sp
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t b
y 

pu
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ng
 it

 o
ff.

Re
m

ov
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th
e 

m
ilk

 fr
ot
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by
 tu

rn
in

g 
it 

to
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) a
nd

 p
ul

lin
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it 
up

.

Re
m

ov
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th
e 

m
ilk
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nt

ai
ne

r l
id

 a
nd

 u
np

lu
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m
ilk

 a
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tu

be
.

Un
lo

ck
 a

nd
 re

m
ov
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th

e 
Ra

pi
d 

Ca
pp

uc
ci

no
 S

ys
te

m
 co

nn
ec

to
r b

y 
tu

rn
in

g 
it 

fro
m

 (
) t

o 
(

) a
nd

 

pu
lli

ng
 it

 o
ff.

A
SS

EM
B

LI
N

G
 /

 D
IS

A
SS

EM
B

LI
N

G
 O

F 
TH

E 
R

AP
ID

 C
AP

PU
CC

IN
O

 S
YS

TE
M

 R
.C

.S


カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル
を
抽
出
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
上
げ
、
前
側
に
ず
ら
す
よ
う
に
し
て
抜
き

取
り
ま
す
。

ミ
ル
ク
泡
立
ち
調
整
ダ
イ
ヤ
ル
を
最
小
メ
モ
リ（

）に
合
わ
せ
、
ま
っ
す
ぐ
上
に
引
き

抜
き
ま
す
。

高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
の
分
解
と
組
み
立
て
は
、
必
ず
本
体
か
ら

外
し
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。カ
プ
チ
ー
ノ
泡
立
て
機
構
部
分
の
前
面

ボ
タ
ン
を
押
し
て
ミ
ル
ク
タ
ン
ク
と
分
解
し
ま
す
。
さ
ら
に
ミ
ル
ク
吸
い

込
み
パ
イ
プ
を
引
き
抜
き
ま
す
。

カ
プ
チ
ー
ノ
泡
立
て
機
構
部
分
背
面
の
接
続
部
を
反
時
計
方
向
に
回
し
て
抜
き
取

り
ま
す
。

高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
の
各
パ
ー
ツ
の
分
解
と
組
み
立
て

/
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3
4

ケ
ガ
や
や
け
ど
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
抽
出
中
は
決
し
て
レ
バ
ー
を
上
げ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
カ
プ
セ
ル
挿
入
口
に
決
し
て
指
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
機

構
と
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
本
体
は
、
確
実
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
抽
出
中
や
使
用
後
の

コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
や
カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル
は
熱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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カ
プ
チ
ー
ノ
と
ラ
テ
マ
ッ
キ
ャ
ー
ト
を
作
る

/

ミ
ル
ク
タ
ン
ク
に
ミ
ル
ク
を
注
い
で
く
だ
さ
い
。

  ミ
ル
ク
タ
ン
ク
が
空
に
な
っ
て
い
る
場
合
、ミ
ル
ク
吸
い
込
み
パ
イ
プ
（
乳
白
色

の
パ
イ
プ
）の
内
外
を
水
道
水
で
軽
く
す
す
い
で
か
ら
ミ
ル
ク
を
注
い
で
く
だ
さ
い
。

開
閉
レ
バ
ー
を
垂
直
に
上
げ
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
カ
プ
セ
ル
を
カ
プ
セ
ル
挿
入
口
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
　

カ
プ
チ
ー
ノ
泡
立
て
機
構
（
黒
い
部
分
）
と
ミ
ル
ク
タ
ン
ク（
透
明
部
分
）
を
組
み
合

わ
せ
た
後
、
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
本
体
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
ス
チ
ー
ム

パ
イ
プ
ス
ラ
イ
ド
カ
バ
ー
を
右
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
開
け
て
か
ら
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
を
接
続
す
る
と
右
側
の
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
ボ
タ
ン
２
つ
が
点

滅
し
ま
す
。
点
灯
に
変
わ
っ
た
ら
準
備
完
了
で
す
。

開
閉
レ
バ
ー
を
閉
じ
た
後
、
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
の
下
に
カ
ッ
プ
あ
る
い
は
背
の
高
い

グ
ラ
ス
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。
ミ
ル
ク
フ
ォ
ー
ム
が
確
実
に
カ
ッ
プ
あ
る
い
は
グ
ラ
ス

に
入
る
よ
う
カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル
の
位
置
を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

1
2



5
6

7
8

JP EN

・
ミ
ル
ク
は
低
脂
肪
乳
、
成
分
無
調
整
牛
乳
、
高
脂
肪
乳
の
い
ず
れ
で
も
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。
脂
肪
分
の
多
い
ミ
ル
ク
は
よ
り
泡
立
ち
が
良
く
な
り
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ム
、
低
温
殺
菌
乳
、
豆
乳
は
ご
使
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

・
使
用
す
る
ミ
ル
ク
の
温
度
は
４
℃
前
後
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
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ミ
ル
ク
泡
立
ち
調
整
ダ
イ
ヤ
ル
を
お
好
み
の
泡
立
ち
に
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

反
時
計
回
り
に
ま
わ
す
と
泡
立
て
用
ス
チ
ー
ム
の
量
が
最
大
に
な
り
ま
す
。

必
ず
し
も
、
ス
チ
ー
ム
の
量
を
最
大
に
し
て
も
泡
立
ち
方
が
最
大
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
泡
立
ち
方
は
ミ
ル
ク
の
種
類
、
温
度
や
季
節
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。

ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
を
使
用
さ
れ
た
後
は
必
ず
カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル
洗
浄
ボ

タ
ン
を
10
秒
以
上
押
し
て
、
高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
を
洗
浄
し
て

く
だ
さ
い
。（
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
抽
出
後
5
分
以
上
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
）

ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
使
用
後
の
洗
浄
に
つ
い
て
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

熱
い
ス
チ
ー
ム
に
よ
る
や
け
ど
に
注
意
。

抽
出
が
完
了
し
た
ら
、ま
ず
カ
ッ
プ
を
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
か
ら
お
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
開
閉
レ
バ
ー
を
上
下
さ
せ
て
使
用
済
み
カ
プ
セ
ル
を
カ
プ
セ
ル
コ
ン
テ
ナ
に
落

と
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
プ
チ
ー
ノ
あ
る
い
は
ラ
テ
マ
ッ
キ
ャ
ー
ト
、い
ず
れ
か
の
お
好
み
の
ボ
タ
ン
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。
数
秒
後
に
ミ
ル
ク
、
コ
ー
ヒ
ー
の
順
で
抽
出
さ
れ
ま
す
。
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1
2

3
4

抽
出
量
の
設
定
を
15
0m
l以
上
に
設
定
さ
れ
る
場
合
、
次
の
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
ま
で
に
５
分
以
上
間
隔
を
あ

け
て
く
だ
さ
い
。
過
熱
に
よ
る
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
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抽
出
量
の
設
定

/

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
（
小
カ
ッ
プ
）
か
、
ル
ン
ゴ
（
大
カ
ッ
プ
）
い
ず
れ
か
設
定
し
た
い
方

の
ボ
タ
ン
を
押
し
、
そ
の
ま
ま
、
設
定
し
た
い
量
に
な
る
ま
で
押
し
続
け
て
く
だ
さ

い
。
ボ
タ
ン
は
抽
出
量
設
定
モ
ー
ド
の
点
滅
状
態
に
な
り
ま
す
。

設
定
し
た
い
量
で
、
ボ
タ
ン
を
離
し
て
く
だ
さ
い
。

抽
出
量
の
設
定
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
す
。
ボ
タ
ン
が
３
回
点
滅
し
抽
出
量
設
定
は
完

了
で
す
。
次
回
か
ら
は
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
お
好
み
の
量
で
抽
出
さ
れ
ま
す
。（
カ
プ
セ
ル

の
種
類
に
よ
っ
て
若
干
差
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

 最
低
可
能
設
定
量
20
m
l、
最
大
可
能
設
定
量
30
0m
l

開
閉
レ
バ
ー
を
垂
直
に
上
げ
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
カ
プ
セ
ル
を
カ
プ
セ
ル
挿
入
口
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

開
閉
レ
バ
ー
を
閉
じ
た
後
、
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
の
下
に
カ
ッ
プ
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。

1
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JP EN
ケ
ガ
や
や
け
ど
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
抽
出
中
は
決
し
て
レ
バ
ー
を
上
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

カ
プ
セ
ル
挿
入
口
に
決
し
て
指
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。抽
出
中
や
使
用
後
の
コ
ー
ヒ
ー
抽
出

口
や
カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル
は
熱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
と
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー

カ
ー
本
体
は
、
し
っ
か
り
と
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
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再
度
同
じ
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
同
様
に
コ
ー
ヒ
ー
の
抽
出
量
を
設
定
し
ま
す
。
お
好
み
の
量
に
な
っ
た
ら
ボ
タ
ン
を
離
し
て

く
だ
さ
い
。
抽
出
量
の
設
定
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
す
。
ボ
タ
ン
が
３
回
点
滅
し
設
定
は
完
了
で
す
。
次
回
か
ら
は
ワ
ン
タ
ッ

チ
で
お
好
み
の
量
の
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
が
抽
出
さ
れ
ま
す
。（
カ
プ
セ
ル
の
種
類
や
ミ
ル
ク
の
質
に
よ
っ
て
若
干
差
が
出
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

カ
プ
チ
ー
ノ
、ラ
テ
マ
ッ
キ
ャ
ー
ト
の
抽
出
量
設
定

/

 最
低
可
能
設
定
量
20
m
l、
最
大
可
能
設
定
量

30
0m
l（
ミ
ル
ク
、
コ
ー
ヒ
ー
と
も
）

ミ
ル
ク
の
泡
立
ち
方
は
ミ
ル
ク
の
種
類
や
温
度
、
季

節
、
ミ
ル
ク
タ
ン
ク
内
の
温
度
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ

ま
す
。
必
要
な
場
合
に
は
ミ
ル
ク
泡
立
ち
調
整
ダ
イ
ヤ

ル
で
適
宜
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

 は
じ
め
に
、「
カ
プ
チ
ー
ノ
と
ラ
テ
マ
ッ
キ
ャ
ー
ト

を
作
る
」
の
1
か
ら
5
ま
で
を
良
く
お
読
み
に
な
っ
て
 

く
だ
さ
い
。

カ
プ
チ
ー
ノ
か
、
ラ
テ
マ
ッ
キ
ャ
ー
ト
い
ず
れ
か
設
定

し
た
い
方
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、
そ
の
ま
ま
、
設
定
し
た

い
ミ
ル
ク
の
泡
の
量
に
な
る
ま
で
押
し
続
け
て
く
だ
さ

い
。

ミ
ル
ク
の
泡
が
設
定
し
た
い
量
に
な
っ
た
ら
ボ
タ
ン
を

離
し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
タ
ン
は
抽
出
量
設
定
モ
ー
ド
の
点
滅
状
態
に
な
り

ま
す
。
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1
2

3
4

ケ
ガ
や
や
け
ど
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
操
作
中
は
決
し
て
レ
バ
ー
を
上

げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
に
手
や
指

を
近
づ
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
熱
い
蒸
気
が
噴
き
出
し
ま
す
。
ま
た
ノ
ズ

ル
は
熱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
と
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー

カ
ー
本
体
は
、
し
っ
か
り
と
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
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e 

m
ac
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 p
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fri
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to

r. 
Cl

os
e 
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e 

m
ac
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ne
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m
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r d

oo
r. 

  T
hi

s m
ilk

 sh
ou

ld
 n

ot
 b

e 
ke

pt
 fo

r m
or

e 
th

an
 2

 d
ay

s.

Pr
es

s a
nd

 h
ol

d 
th

e 
”C

LE
AN

” b
ut

to
n 

un
til

 m
ac

hi
ne

 st
op

s p
um

pi
ng

 a
ut

om
at

ic
al

ly
.

M
ilk

 re
ci

pe
 b

ut
to

ns
 b

lin
k:

 ri
ns

in
g 

pr
oc

es
s a

pp
ro

xi
m

at
el

y 
10

 se
c.

St
ea

dy
 li

gh
t: 

rin
sin

g 
pr

oc
es

s fi
ni

sh
ed

.

Al
l t

he
 m

ilk
 co

nt
ai

ne
r c

om
po

ne
nt

s a
re

 d
ish

w
as

he
rp

ro
of

. T
w

ice
 a

 w
ee

k,
 fo

llo
w

 th
e 

se
ct

io
n 

“C
ar

e 
of

 R
ap

id
 C

ap
pu

cc
in

o 
Sy

st
em

 tw
ice

 a
 w

ee
k”

.

ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
抽
出
後
の
洗
浄
ボ
タ
ン
の
操
作
法

/

カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル
か
ら
噴
き
出
さ
れ
る
液
体
を
受
け
る
容
器
を
ノ
ズ
ル
の
下
に

置
い
て
く
だ
さ
い
。

ミ
ル
ク
が
残
っ
た
高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
を
取
り
外
し
て
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
使
い
き
っ
た
場
合
に
は
水
道
水
で
ミ
ル
ク
タ
ン
ク
と
ミ
ル
ク
吸
い
上
げ

パ
イ
プ
を
す
す
ぐ
か
、
高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
全
体
を
良
く
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

ミ
ル
ク
タ
ン
ク
を
含
め
高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
は
食
器
洗
い
機
の
使
用
が
可
能
で
す
。

冷
蔵
庫
内
で
も
、
２
日
以
上
、
ミ
ル
ク
を
ミ
ル
ク
タ
ン
ク
で
保
管
す
る
の

は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

カ
プ
チ
ー
ノ
ノ
ズ
ル
洗
浄
ボ
タ
ン
（
C
le
an
ボ
タ
ン
）
を
押
す
と
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
ボ
タ

ン
が
点
滅
し
洗
浄
が
始
ま
り
ま
す
。
自
動
的
に
止
ま
る
ま
で
ボ
タ
ン
を
押
し
続
け
て

く
だ
さ
い
（
10
～
15
秒
）。

高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
は
ミ
ル
ク
タ
ン
ク
、
ミ
ル
ク
吸
い
上
げ
パ
イ

プ
を
含
め
て
食
器
洗
い
機
で
洗
浄
可
能
で
す
。
毎
日
お
使
い
の
際
に
洗

浄
し
て
く
だ
さ
い
。
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 d
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l c
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m
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 m
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ea
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e 
su

rfa
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. D
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no
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 d
ish

w
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Di
sa
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em
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e 

th
e 
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pp
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no

 S
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m

. R
ef

er
 to

 se
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ss
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em

 (R
.C

.S
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.

毎
日
の
お
手
入
れ

/

高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
は
定
期
的
な
洗
浄
が
必
要
で
す

/

ド
リ
ッ
プ
ト
レ
ー
、
使
用
済
み
カ
プ
セ
ル
コ
ン
テ
ナ
、
水
タ
ン
ク
を
外
し
水
道
水
で
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
は
清
潔
な
布
等
で
拭

い
て
く
だ
さ
い
。
左
右
の
排
水
グ
リ
ッ
ド
も
ト
レ
ー
も
取
り
外
し
可
能
で
す
。
排
水
グ
リ
ッ
ド
の
縁
で
手
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

食
器
洗
い
機
の
中
で
は
な
る
べ
く
熱
源
か
ら
離
れ
た
部
分
、
あ
る
い
は
上
段
の
か
ご
に
入
れ
て
洗
浄
し
て
く
だ
さ
い
。

高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
は
洗
浄
に
際
し
て
分
解
が
必
要
で
す
。
高
速
カ
プ
チ
ー
ノ
シ
ス
テ
ム
の
分
解
と
組
み
立
て
（
11
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
く
だ
さ
い
。

強
い
酸
や
ア
ル
カ
リ
な
ど
の
洗
剤
を
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
変
色
や
変
形
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
固
く
絞
っ
た
濡
れ
た
布
等

で
汚
れ
を
ふ
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
本
体
を
食
器
洗
い
機
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
本

体
を
お
手
入
れ
の
際
に
は
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
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 m
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e 
is 
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gr
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Re
m
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e 
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e 

w
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er
 ta

nk
. C

lo
se
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e 
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r (
w
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ou

t a
 c

ap
su

le
 in

sid
e)

. P
la

ce
 a

 co
nt

ai
ne

r u
nd

er
 th

e 

co
ffe

e 
ou

tle
t.

W
he

n 
th

e 
pr

oc
es

s i
s fi

ni
sh

ed
, t

he
 m

ac
hi

ne
 sw

itc
he

s o
ff 

au
to

m
at

ic
al

ly
.

乾
燥
モ
ー
ド
　
長
期
間
使
用
し
な
い
場
合
、あ
る
い
は
寒
冷
地
で
の
凍
結
に
よ
る
破
損
防
止
の
た
め
に

/

電
源
を
入
れ
る
。

カ
プ
チ
ー
ノ
ボ
タ
ン
と
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ボ
タ
ン（
手
前
の
2
つ
の
ボ
タ
ン
）

を
同
時
に
約
5
秒
押
す
と
ボ
タ
ン
が
点
滅
し
乾
燥
モ
ー
ド
が
始
ま
り
ま

す
。
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
に
手
を
近
づ
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

水
タ
ン
ク
を
外
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
プ
セ
ル
を
入
れ
ず
に
開
閉
レ
バ
ー
を
閉
じ
て
く
だ

さ
い
。
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
の
下
に
適
切
な
容
器
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。

乾
燥
モ
ー
ド
が
終
了
す
る
と
、
自
動
的
に
電
源
が
切
れ
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
が
冷
え
る
ま
で
ご
使
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。
乾
燥
モ
ー
ド
の
後
、

電
源
を
入
れ
て
も
４
つ
の
ボ
タ
ン
が
点
滅
し
て
い
る
場
合
に
は
再
度
電
源
を
切
っ
て

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
が
冷
却
す
る
の
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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Th
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.

省
エ
ネ
モ
ー
ド
の
切
り
替
え
方
法
 / 
9分
後（
初
期
設
定
）、
30
分
後
、
8時
間
後

9
分
後
に
自
動
電
源
オ
フ
（
初
期
設
定
）

30
分
後
に
自
動
電
源
オ
フ

8
時
間
後
に
自
動
電
源
オ
フ

ル
ン
ゴ（
大
カ
ッ
プ
）
ボ
タ
ン
を
押
し
な

が
ら
電
源
を
入
れ
ま
す
。

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ（
小
カ
ッ
プ
）
ボ
タ
ン
を

押
し
な
が
ら
電
源
を
入
れ
ま
す
。

ル
ン
ゴ（
大
カ
ッ
プ
）
ボ
タ
ン
と
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ

（
小
カ
ッ
プ
）
ボ
タ
ン
を
押
し
な
が
ら
電
源
を

入
れ
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
に
は
最
後
の
抽
出
か
ら
最
短
9分
で
自
動
的
に
電
源
が
切
れ
、
消
費
電
力
が
ゼ
ロ
に
な
る
仕
組
み
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
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1
2

3
4

 湯
垢
洗
浄
剤
は
必
ず
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
純
正
の
製
品
を
ご
使
用
の
上
、
お
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
他
の
薬
剤
や
酢
を
お
使
い
に
な
る

と
故
障
や
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
湯
垢
洗
浄
剤
や
溶
液
が
目
に
入
っ
た
場
合
は
、
こ
す
ら
ず
清
潔
な
水
で
よ
く
す
す
い
で
医
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
皮
膚
に
つ
い
た
場
合
に
は
、
よ
く
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。
家
具
、
建
具
、
床
な
ど
に
付
着
し
た
場
合
に
は
速
や
か
に
拭
き
と
っ
て
、
必
要

な
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
方
法
で
追
加
の
拭
き
取
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

/ R
ef

er
 to

 sa
fe

ty
 p

re
ca

ut
io

ns
 (2

4)
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N
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 c
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 5
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.
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en
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e 
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ag

e 
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. P
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g 
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e 
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r.

Th
e 

m
ac
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nt

er
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 d
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ca
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g 

m
od

e 
(7

0°
C 
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tt

in
g)

.
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pp

uc
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no
 b

ut
to

n 
bl

in
ks

 o
ra

ng
e.

De
sc

al
e 

th
e 

m
ac

hi
ne

 w
he

n 
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e 
Ca

pp
uc

ci
no

 b
ut

to
n 

sh
in

es
 o

ra
ng

e 
in

 re
ad

y 
m

od
e 

(d
es

ca
lin

g 

al
er

t).

湯
垢
洗
浄

/

ド
リ
ッ
プ
ト
レ
イ
と
使
用
済
み
カ
プ
セ
ル
コ
ン
テ
ナ
を
空
に
し
て
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー

本
体
に
セ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。
水
タ
ン
ク
に
50
0m
lの
水
を
入
れ
、
10
0m
lの

ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
純
正
の
湯
垢
洗
浄
剤
を
注
い
で
く
だ
さ
い
。

湯
垢
洗
浄
用
パ
イ
プ
収
納
部
の
ふ
た
を
手
前
に
引
い
て
開
け
、湯
垢
洗
浄
用
パ
イ
プ

を
取
り
出
し
、
蒸
気
パ
イ
プ
ス
ラ
イ
ド
カ
バ
ー
を
開
け
て
ノ
ズ
ル
が
下
を
向
く
よ
う
に

取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

湯
垢
洗
浄
モ
ー
ド
に
な
り
カ
プ
チ
ー
ノ
ボ
タ
ン
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
点
滅
し
ま
す
。

カ
プ
チ
ー
ノ
ボ
タ
ン
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
点
灯
し
た
ら
湯
垢
洗
浄
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
次
の
手
順
に
従
っ
て
、湯
垢
洗
浄
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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 c
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 d
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.

1
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
容
器
を
用
意
し
て
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
と
湯
垢
洗
浄
用
パ
イ
プ
の

下
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。

水
タ
ン
ク
の
中
の
湯
垢
洗
浄
溶
液
が
無
く
な
る
と
カ
プ
チ
ー
ノ
ボ
タ
ン
が
点
滅
し
ま

す
。

カ
プ
チ
ー
ノ
ボ
タ
ン
を
押
す
と
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
湯
垢
洗
浄
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
湯

垢
洗
浄
溶
液
は
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
、
湯
垢
洗
浄
用
パ
イ
プ
、
ド
リ
ッ
プ
ト
レ
ー
に
自

動
的
に
切
り
替
わ
り
な
が
ら
排
出
さ
れ
ま
す
。
洗
浄
中
は
カ
プ
チ
ー
ノ
と
ラ
テ
マ
ッ

キ
ャ
ー
ト
ボ
タ
ン
が
交
互
に
点
滅
し
ま
す
。

水
タ
ン
ク
を
取
り
外
し
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
水
道
水
で
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。
m
ax
の
線

ま
で
水
道
水
を
注
ぎ
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
に
セ
ッ
ト
し
て
か
ら

5
の
よ
う
に
１
リ
ッ
ト

ル
以
上
の
容
器
を
２
種
類
の
ノ
ズ
ル
の
下
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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9
10

11
12

Pr
es

s t
he

 C
ap

pu
cc

in
o 

bu
tto

n 
ag

ai
n.

 T
he

 ri
ns

in
g 

cy
cle

 co
nt

in
ue

s t
hr

ou
gh

 th
e 

co
ffe

e 
ou

tle
t, 

de
sc

al
in

g 

pi
pe

 a
nd

 d
rip

 tr
ay

 u
nt

il 
th

e 
w

at
er

 ta
nk

 is
 e

m
pt

y. 
 

Th
e 

Ca
pp

uc
in

o 
an

d 
M

ac
ch

ia
to

 b
ut

to
n 

bl
in

k a
lte

rn
at

iv
el

y. 

Cl
ea

n 
th

e 
m

ac
hi

ne
 u

sin
g 

a 
da

m
p 

cl
ot

h.

Yo
u 

ha
ve

 n
ow

 fi
ni

sh
ed

 d
es

ca
lin

g 
th

e 
m

ac
hi

ne
.

On
ce

 th
e 

rin
sin

g 
pr

oc
es

s i
s fi

ni
sh

ed
, t

he
 m

ac
hi

ne
 sw

itc
he

s o
ff.

Re
m

ov
e 

an
d 

st
or

e 
th

e 
de

sc
al

in
g 

pi
pe

. E
m

pt
y 

th
e 

dr
ip

 tr
ay

 a
nd

 u
se

d 
ca

ps
ul

e 
co

nt
ai

ne
r. 

Fi
ll 

th
e 

w
at

er
 ta

nk
 w

ith
 fr

es
h 

po
ta

bl
e 

w
at

er
. 

カ
プ
チ
ー
ノ
ボ
タ
ン
を
再
度
押
し
ま
す
。
す
す
ぎ
行
程
が
始
ま
り
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
口
、

湯
垢
洗
浄
用
パ
イ
プ
、ド
リ
ッ
プ
ト
レ
ー
に
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
な
が
ら
す
す
ぎ
湯

を
排
水
し
ま
す
。
す
す
ぎ
中
は
カ
プ
チ
ー
ノ
と
ラ
テ
マ
ッ
キ
ャ
ー
ト
ボ
タ
ン
が
交
互
に

点
滅
し
ま
す
。

電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

固
く
絞
っ
た
濡
れ
た
布
等
で
飛
ん
だ
飛
沫
な
ど
を
拭
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

湯
垢
洗
浄
剤
の
臭
い
が
気
に
な
る
場
合
は
、
9
ペ
ー
ジ
の
湯
通
し
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

す
す
ぎ
行
程
が
終
了
す
る
と
自
動
的
に
電
源
が
切
れ
ま
す
。

湯
垢
洗
浄
用
パ
イ
プ
を
取
り
外
し
、
湯
垢
洗
浄
用
パ
イ
プ
収
納
部
に
セ
ッ
ト
し
、

ふ
た
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。
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1 A
B

C

1

JP EN

A
  軟
水
 

ラ
テ
マ
ッ
キ
ャ
ー
ト
 

ボ
タ
ン
を
押
し
な
が
ら

電
源
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

S0
ft

 w
at

er
 h

ar
dn

es
s 

B
  中
硬
水
 

カ
プ
チ
ー
ノ
ボ
タ
ン
を

押
し
な
が
ら
電
源
を

入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

m
ed

iu
m

 w
at

er
 h

ar
dn

es
s 

C
  硬
水
 

カ
プ
チ
ー
ノ
ボ
タ
ン
と
 

ラ
テ
マ
ッ
キ
ャ
ー
ト
ボ
タ
ン

を
同
時
に
押
し
な
が
ら
電

源
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

ha
rd

 w
at

er
 h

ar
dn

es
s

<
 1

0°
 d

H 
ド
イ
ツ
式

10
° d

H 
–

 2
0°

 d
H 
ド
イ
ツ
式

>
20

° d
H 
ド
イ
ツ
式

<
 1

8°
 fH

  フ
ラ
ン
ス
式

18
° f

H 
–

 3
6°

 fH
   
フ
ラ
ン
ス
式

>
36

° f
H 

 フ
ラ
ン
ス
式

<
 1

80
 m

g/
l C

aC
O 3

18
0–

36
0 

m
g/

l C
aC

O 3
36

0 
m

g/
l C

aC
O 3

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ（
小
カ
ッ
プ
）

約
40
m
l

40
 m

l (
1.

35
 o

z)

ル
ン
ゴ（
大
カ
ッ
プ
）

約
11
0m
l 

11
0 

m
l (

3.
7o

z)

カ
プ
チ
ー
ノ
　
ミ
ル
ク
 約
50
m
l/

 
コ
ー
ヒ
ー
 約
40
m
l

M
ilk

*:
 5

0m
l (

1.
7 

oz
)/

Co
ffe

e:
 4

0m
l (

1.
35

 o
z)

ラ
テ
マ
ッ
キ
ャ
ー
ト
　
ミ
ル
ク
 約
15
0m
l/

 
コ
ー
ヒ
ー
 約
40
m
l

M
ilk

*:
 1

50
m

l (
5 

oz
)/

Co
ffe

e:
 4

0 
m

l (
1.

35
 o

z)

W
AT

ER
 H

AR
D

N
ES

S 
SE

TT
IN

G

Pr
es

s a
nd

 h
ol

d 
th

e 
in

di
ca

te
d 

bu
tt

on
s a

nd
 sw

itc
h 

th
e 

m
ac

hi
ne

 o
n.

Sw
itc

h 
th

e 
m

ac
hi

ne
 o

ff.

R
ES

TO
R

IN
G

 V
O

LU
M

ES
 T

O
 F

AC
TO

R
Y 

SE
TT

IN
G

S

Pr
es

s a
ll 

4 
bu

tt
on

s f
or

 5
 se

c 

(w
he

n 
m

ac
hi

ne
 is

 sw
itc

he
d 

on
). 

Al
l b

ut
to

ns
 b

lin
k 

3 
tim

es
: 

al
l v

ol
um

es
 a

re
 re

se
t.

  P
ro

gr
am

m
ed

 b
ut

to
ns

 b
lin

k 
3 

tim
es

: w
at

er
 h

ar
dn

es
s i

s s
et

. 

* 
Th

e 
vo

lu
m

e 
of

 m
ilk

 fr
ot

h 
de

pe
nd

s o
n 

th
e 

ki
nd

 o
f m

ilk
 th

at
 is

 u
se

d 
an

d 
its

 te
m

pe
ra

tu
re

.

水
の
硬
度
設
定（
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
水
道
水
は
軟
水
で
す
） /

水
の
硬
度
に
従
っ
て
A
,B
,C
い
ず
れ
か
の
ボ
タ
ン
操
作
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
出
量
を
初
期
設
定
に
戻
す
に
は

/

電
源
を
入
れ
た
状
態
で
4
つ
の
ボ
タ
ン
を
同
時
に
約
5
秒
間
押
し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
タ
ン
が
3
回
点
滅
し
て
初
期
設
定
に
戻
り
ま
す
。

 設
定
す
る
と
押
し
た
ボ
タ
ン
が
3回
点
滅
し
ま
す
。

* 
 ミ
ル
ク
の
泡
の
量
や
質
は
、
季
節
や
温
度
、
ミ
ル
ク
の
種
類
、
ミ
ル
ク
タ
ン
ク
内
の

温
度
に
よ
っ
て
差
が
生
じ
ま
す
。
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 No
 in

di
ca

to
r l

ig
ht

. 
➔

  C
he

ck
 th

e m
ain

s, 
pl

ug
, v

ol
ta

ge
, a

nd
 fu

se
. In

 ca
se

 o
f p

ro
bl

em
s, 

ca
ll t

he
 N

es
pr

es
so

 C
lu

b.
 

No
 co

ffe
e, 

no
 w

at
er

.
 ➔

  W
at

er
 ta

nk
 is

 em
pt

y. 
Fil

l w
at

er
 ta

nk
. ➔

 D
es

ca
le 

if 
ne

ce
ss

ar
y; 

se
e D

es
ca

lin
g 

se
ct

io
n.

Co
ffe

e c
om

es
 o

ut
 ve

ry
 sl

ow
ly.

➔
  Fl

ow
 sp

ee
d 

de
pe

nd
s o

n 
th

e c
off

ee
 va

rie
ty

. ➔
  D

es
ca

le 
if 

ne
ce

ss
ar

y; 
se

e D
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ca
lin

g 
se

ct
io

n.
Co

ffe
e i

s n
ot

 h
ot

 en
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gh
.

➔
  P

re
he

at
 cu

p.
 ➔

  D
es

ca
le 

if 
ne

ce
ss

ar
y; 

se
e D

es
ca

lin
g 

se
ct

io
n.

Ca
ps

ul
e a

re
a i

s l
ea

kin
g 

(w
at

er
 in

 ca
ps

ul
e c

on
ta

in
er

). 
➔

  P
os

iti
on

 ca
ps

ul
e c

or
re

ct
ly.

 If
 le

ak
ag

es
 o

cc
ur

, c
all

 th
e N

es
pr

es
so

 C
lu

b.
Irr

eg
ul

ar
 b

lin
kin

g.
➔

  S
en

d 
ap

pl
ian

ce
  f

or
 re

pa
ir 

or
 ca

ll t
he

 N
es

pr
es

so
 C

lu
b.

 
No

 co
ffe

e, 
ju

st
 w

at
er

 ru
ns

 o
ut

 (d
es

pi
te

 in
se

rte
d 

ca
ps

ul
e)

.
➔

 C
all

 th
e N

es
pr

es
so

 C
lu

b.
Le

ve
r c

an
no

t b
e c

lo
se

d 
co

m
pl

et
ely

.
➔

  Em
pt

y c
ap

su
le 

co
nt

ain
er

. M
ak

e s
ur

e t
ha

t n
o 

ca
ps

ul
e i

s b
lo

ck
ed

 in
sid

e t
he

 ca
ps

ul
e c

on
ta

in
er

.
Qu

ali
ty

 o
f m

ilk
 fr

ot
h 

is 
no

t u
p 

to
 st

an
da

rd
. 

➔
  Fo

r a
 p

er
fe

ct
 m

ilk
 fr

ot
h,

 u
se

 se
m

i-s
kim

m
ed

 m
ilk

 at
 re

fri
ge

ra
to

r t
em

pe
ra

tu
re

 (a
bo

ut
 4

° C
). 

Do
 n

ot
 u

se
 

cr
ea

m
 an

d 
so

y m
ilk

. /
 R

in
se

 af
te

r e
ac

h 
m

ilk
 p

re
pa
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tio

n 
(s

ee
 p

.16
). 

De
sc

ale
 th

e m
ac

hi
ne

 (s
ee

. p
. 2

0)
Ca

pp
uc

cin
o 

bu
tto

n 
sh

in
e o

ra
ng

e.
➔

 D
es

ca
le 

th
e m

ac
hi

ne
. 

Ca
pp

uc
cin

o 
bu

tto
n 

bl
in

ks
 o

ra
ng

e. 
➔

 M
ac

hi
ne

 is
 in

 d
es

ca
lin

g 
m

od
e.

Al
l b

ut
to

ns
 b

lin
k. 

➔
 M

ac
hi

ne
 is

 in
 em

pt
yin

g 
m

od
e.

ラ
ン
プ
が
点
灯
し
な
い
。

➔
  電
源
プ
ラ
グ
は
し
っ
か
り
差
し
込
ま
れ
て
い
ま
す
か
？
 お
部
屋
の
ブ
レ
ー
カ
ー
は
落
ち
て
い
ま
せ
ん
か
？

コ
ー
ヒ
ー
も
お
湯
も
出
な
い
。

 ➔
  水
タ
ン
ク
は
空
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

 ➔
 必
要
な
場
合
に
は
湯
垢
洗
浄
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
湯
垢
洗
浄
20
ペ
ー
ジ
参
照
）

コ
ー
ヒ
ー
の
抽
出
速
度
が
と
て
も
遅
い
。

➔
  コ
ー
ヒ
ー
カ
プ
セ
ル
の
種
類
に
よ
っ
て
、
抽
出
速
度
に
は
差
が
あ
り
ま
す
。

 

➔
 必
要
な
場
合
に
は
湯
垢
洗
浄
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
湯
垢
洗
浄
20
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

コ
ー
ヒ
ー
が
ぬ
る
い
。

➔
  予
め
カ
ッ
プ
を
温
め
て
く
だ
さ
い
。
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
は
通
常
の
フ
ィ
ル
タ
ー
コ
ー
ヒ
ー
よ
り
低
い
温
度
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
物
で
す
。

 

➔
  必
要
な
場
合
に
は
湯
垢
洗
浄
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
湯
垢
洗
浄
20
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

使
用
済
み
カ
プ
セ
ル
コ
ン
テ
ナ
に
水
が
た
く
さ
ん
溜
ま
る
。

➔
  カ
プ
セ
ル
は
正
常
に
挿
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
 ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ク
ラ
ブ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ボ
タ
ン
の
異
常
な
点
滅

➔
  ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
修
理
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

カ
プ
セ
ル
を
入
れ
て
有
る
の
に
お
湯（
水
）し
か
出
な
い
。

➔
 ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
修
理
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

開
閉
レ
バ
ー
が
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

➔
  使
用
済
み
カ
プ
セ
ル
コ
ン
テ
ナ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
 使
用
済
み
カ
プ
セ
ル
を
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

ミ
ル
ク
の
泡
の
質
が
良
く
な
い
。

➔
  ミ
ル
ク
　
低
脂
肪
乳
か
成
分
無
調
整
牛
乳
を
ご
使
用
で
す
か
？
 ミ
ル
ク
の
温
度
は
４
℃
程
度
に
冷
え
て
い
ま
す
か
？
 

ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
の
使
用
後
に
必
ず
洗
浄
ボ
タ
ン
を
押
し
て
い
ま
す
か
？（
16
ペ
ー
ジ
参
照
）

カ
プ
チ
ー
ノ
ボ
タ
ン
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
点
灯
し
て
い
る
。

➔
  湯
垢
洗
浄
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。（
7ペ
ー
ジ
）

カ
プ
チ
ー
ノ
ボ
タ
ン
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
点
滅
し
て
い
る
。

➔
  湯
垢
洗
浄
中
で
す
。

全
て
の
ボ
タ
ン
が
交
互
に
点
滅
し
て
い
る
。

➔
  乾
燥
モ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

/T
R

O
U

B
L

E
S

H
O

O
T

IN
G

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら
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JP EN

   

電
源
：
 交
流
10
0 
V
　
50
-6
0 
H
z

消
費
電
力
：
 最
大
約
13
00
Ｗ

10
0V

, 5
0-

60
 H

z,
 1

00
 W

m
ax

 ポ
ン
プ
最
大
圧
力
19
気
圧

19
 b

ar

重
量
：
約
4.
5 
kg

~
 4

.5
 k

g

水
タ
ン
ク
容
量
　
約
0.
9リ
ッ
ト
ル

0.
9 

l

ミ
ル
ク
タ
ン
ク
容
量
　
約
0.
4リ
ッ
ト
ル

0.
35

 l

大
き
さ（
約
）

16
.7
 c
m
 
25
.3
 c
m
 
31
.9
 c
m

16
.7

 cm
  

25
.3

 cm
  

31
.9

 cm

コ
ー
ド
の
長
さ
　
約
1.
2 
m

Le
ng

th
 o

f C
or

d 
1.

2m
 (a

pp
ro

x.
)

CO
N

TA
CT

 T
H

E 
N
E
S
P
R
E
S
S
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 C
LU
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Fo
r a

ny
 a

dd
iti
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al

 in
fo
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at
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n,

 in
 c
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e 
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 p

ro
bl

em
s o

r s
im

pl
y 

to
 se

ek
 a

dv
ise

, 

ca
ll 

th
e 
Ne
sp
re
ss
o 

Cl
ub

. C
on

ta
ct

 d
et

ai
ls 

of
 th

e 
Ne
sp
re
ss
o 

Cl
ub

 c
an

 b
e 

fo
un

d 
in

 

th
e 

‘W
el

co
m

e 
to

 N
es
pr
es
so

’ f
ol

de
r i

n 
yo

ur
 m

ac
hi

ne
 b

ox
 o

r a
t n

es
pr

es
so

.co
m

.

製
品
仕
様

/S
P

EC
IF

IC
AT

IO
N

S
N
E
S
P
R
E
S
S
O

 C
LU

B（
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ク
ラ
ブ
） /

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
の
不
具
合
、
修
理
等
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、同
梱
ス
タ
ー
タ
ー
パ
ッ
ク
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
し
て
お

り
ま
す
、
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ク
ラ
ブ
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

w
w

w
.n

es
pr

es
so

.co
m
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

D
is

p
os

al
 a

n
d

 E
n

vi
ro

n
m

en
ta

l P
ro

te
ct

io
n

 

-

es
t A

lli
an

ce
 d

ev
el

op
in

g 
ou

r N
es
pr
es
so

TM
TM

, b
y 

20
13

.

Ne
sp
re
ss
o

Ne
sp
re
ss
o

m
ac

hi
ne

 ra
ng

es
.

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
は
再
生
可
能
な
部
品
を
含
ん
で
い
ま
す
。
廃
棄
や
リ
サ
イ
ク
ル
は
お
住
ま
い
の
自
治
体
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

廃
棄
に
つ
い
て

/D
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私
た
ち
は
高
品
質
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
購
買
す
る
こ
と
に
よ
り
、環
境
お
よ
び
コ
ー
ヒ
ー
豆
農
家
の
よ
り
よ
い
生
活
水
準
を
保
証
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
６
年
間
（
20
11
年
現
在
）
に

渡
っ
て
、
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
は
「
レ
イ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
･ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
協
力
し
、「
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
Ａ
Ａ
Ａ
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
･
ク
オ
リ
テ
ィ
」
コ
ー
ヒ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
20
13
年
に
は
使
用
す
る
コ
ー
ヒ
ー
の
約
80
％
を
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
調
達
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
の
品
質
と
ア
ロ
マ
を
抽
出
の
瞬
間
ま
で
保
持
し
ま
す
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
ま
た
、
そ
の
特
性
を
損
な
う
こ
と
な

く
、
半
永
久
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
素
材
で
す
。

現
在
、
20
13
年
ま
で
に
使
用
済
み
カ
プ
セ
ル
の
75
％
を
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う
、
回
収
シ
ス
テ
ム
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
お
い
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
は
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
を
よ
り
革
新
的
で
、
高
性
能
、
高
操
作
性
を
発
揮
す
る
よ
う
設
計
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
を
開
発

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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 日
本
国
内
で
の
保
証
条
件
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
保
証
書
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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